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◆フォーラム２００２に参加しましょう 
 ご自分の教えていらっしゃる学生の英語力が近頃かなり低下しているのでは、とお感じに

なりませんか。最近大きな社会問題となっている「学力崩壊」は、分数の出来ない大学生と

いった理系の先生からの指摘で幕をあけましたが、私たち会員が携わっている英語教育の分

野でも見られるのではないか、という問題意識からこのフォーラムの計画が始まりました。 
 英語教育に関する論争は、戦前、戦後を通じて様々な局面で行われてきましたが、今度の

ようにほとんどすべてのレベルの大学生・高校生の英語力の低下が問われている現象は、こ

れまでに例をみないのではないでしょうか。 
 



 本学会では昭和５９年と６１年の大会で、「英語教育ホンネとタテマエーーわがホンネの

英語教育論」と題したシンポジアムを連続して行った経緯があります。今回のフォーラムは

英語力低下をコンセプトとしたその続編とも言えると思います。ですからフロアーの方々に

もホンネの部分を大いに語っていただきたいのです。その中には４月の新学期からの授業に

役立つヒントがいくつも隠されているはずです。 
 会員の方々は勿論のこと、英語教育に関心のある同僚の方もお誘い下さい。そして学生達

の英語力が多少でも向上するきっかになれば、このフォーラムの開催にむけて汗をかいてこ

られた先生方の労も報われることでしょう。 
                     フォーラム実行委員長  小野 昌 

 
 
◆ 英米文化学会第108 回例会 フォーラム２００２：英語力を問う  

開催のお知らせ 
表記の会を下記の要領で開催します。万障お繰り合わせの上、ご出席ください。 

開催年月日：平成１４年３月９日(土) 午前 10 時より 
場所：文教大学付属中・高等学校 (東急池上線旗の台駅下車)    
懇親会：(午後６時から)    
参加費用：４０００円 

 
時程 
10:00-10:30 開会・オリエンテ一ション 
10:30-11:30 基調講演   

南山短期大学 近江 誠 先生  
「話させるだけでは話せない」 
―朗読と変身劇で豊な英語入力を― 

11:30-12:00 質疑応答 
12:00-13:00 昼会 
13:00-15:00 パネルディスカッション 
  『大学生の英語力低下』 

司会 糸井江美(文教大学) 
パネリスト（五十音順）：  
 井上輝伸（都立立川高等学校外国語科） 
 大野秀樹（早稲田大学：語学教育研究所） 
 木村みどり（東京女子医科大学） 
 吉原令子（法政大学） 

15:00-15:30 休憩時間 
15:30-17:00 ワークショツプ 
 
第 1 室『英語検定教科書を問う：オーラル・コミュニケーションを中心に』 

共愛学園高等学校英語科 亀山 孝 
第 2 室『高校生の英語力は低下しているか』 

文教大学付属高校外国語科 笹山 祐子 
 

17:00-17:30 全体会・閉会 
18:00-20:00 懇親会 

 
名称は、予定しておりましたシンポジウムから上記に変更となっております。通常の例

会として扱いますので、例会番号は「飛び」ません。専門分野にかかわらず、英語の力の

 



低下は興味のある問題ですね。皆様においでいただき、パネル、ワークショップにご参加

いただき、当学会の伝統である、英語教育本音と建前シリーズの発展形にて、大いにご意

見をお示しください。 
学会ホームページ http://www.osk.3web.ne.jp/~shakey23/indexj.html にて資料集を

逐次アップロード致しますのでごらんください。ペーパーバージョンは印刷中です。 
 
 
◆第２０回大会研究発表者募集のお知らせ 

第 20回大会が下記の通り開催されます。 

開催日：平成１４年９月６日（金），７日（土） 

場 所：函館大学 

 

上記大会の研究発表者を募集致しますので、会員の皆様にはふるってお申し込みのほど

お願い致します。研究発表希望の先生は、研究発表題名と 400 字程度の発表要旨、そして

ご氏名、ご所属（勤務先）を明記の上、封書でお申し込み下さい。発表要旨は出来ればフ

ロッピーをご同封下さい。 

発表時間は 30分となります。 

発表申込期間は平成 14年 4月 5日から 20日までです。 

発表申込先：大会担当理事 曽村 充利 

         〒165－0032 中野区鷺宮 4－25－12 

 

大会担当理事の曽村先生は現在渡英中で、3 月末に帰国予定ですので、発表希望者は発

表申込期間を厳守して下さい。あまり早く郵送されますと、他の郵便物と混じり分からな

くなる可能性がありますのでご注意下さい。 

 

第 20 回大会に関するご質問は、3月末日までは大会担当理事代理の石川郁二まで、郵便

かメールでお願い致します。 

石川 郁二  〒192－0913  八王子市北野台 5－36－1  

                          メールアドレス：ikuishi@mt.tama.hosei.ac.jp 

 
 

◆事務局からのお知らせ 
●平成 14 年度の学会暦 
申し込み締め切りも入れた一覧表として平成 14 年度の学会暦です。締め切り日も入って

おります。 
 

   第 109 回例会 第 20 回大会 第 110 回例会 第 111 回例会 

例会・大会 6 月 8 日 9 月 6-7 日 11 月 16 日 平成 15 年 3 月 8 日 

発表申込締切 4 月 9 日 4 月 20 日 9 月 16 日 平成 15 年 1 月 8 日 

会報投稿締切 51 号=5 月 9 日 52 号=7 月 8 日 53 号=10 月 9 日 54 号=平成 15 年 2 月 1 日 

会誌『英米文化』投稿締切 平成 14 年 10 月 31 日   

 
●第 20 回大会の開催校は函館大学 
記念すべき第 20 回大会は、過去に一度開催をお引き受けくださり、参加者からは是非も

う一度函館でとのお声が高かった、函館大学となる予定です。一年おきに東京と地方で大

会 を 開 催 す る の が 伝 統 と な っ て お り ま す 。 函 館 大 学 の ホ ー ム ペ ー ジ は 

http://www.hakodate-u.ac.jp/ となっていますので、アクセス等をご覧ください。 
 



 

◆会員の動き 

【新入会員】（受付順） 

省略 
 
【住所変更（新住所）】 

 省略 

【訂正】 

 省略 
 
＊住所などに変更のある場合は 

 渉外担当吉田（tyoshida@cc.teu.ac.jp）までご連絡ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
           What is hiding beneath the iceberg? 
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